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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！ 

一
般
質
問

政
策
提
言

委
員
会
の
う
ご
き

追
跡

そ
の
他　

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！ 

一
般
質
問

政
策
提
言

委
員
会
の
う
ご
き

追
跡

そ
の
他　

質
問
上
福
島
西
部
地
区
７
・
３
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
開
発
促
進
を
。

答
弁
町
長　

こ
の
地
区
は
北
関
東

自
動
車
道
前
橋
南
Ｉ
Ｃ
に
近

接
す
る
交
通
条
件
か
ら
、
流
通
系
土

地
利
用
の
需
要
は
高
い
と
認
識
し
て

お
り
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
お
い
て
産
業
構
想
拠
点
に
位
置
づ

け
て
い
る
。

　

現
状
で
は
、
市
街
化
区
域
へ
の
編

入
基
準
に
該
当
し
な
い
こ
と
か
ら
、

町
が
開
発
を
行
う
こ
と
は
困
難
な
現

状
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
県
が
示
し
て
い
る
「
特

定
流
通
業
務
施
設
」
の
基
準
に
よ
り
、

民
間
会
社
に
よ
る
開
発
を
進
め
て
い

た
だ
く
。

原
森
の
ち
び
っ
こ
広
場
の

再
整
備
に
住
民
意
見
を

質
問
利
根
川
の
河
川
改
修
実
施
に

伴
い
、
原
森
青
少
年
広
場
・

ち
び
っ
こ
広
場
も
再
整
備
さ
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
計
画
か
。

答
弁
町
長　

原
森
青
少
年
広
場
・

ち
び
っ
こ
広
場
の
敷
地
は
、

河
川
改
修
事
業
に
よ
っ
て
、
現
況
よ

り
１
・
５
メ
ー
ト
ル
の
掘
削
を
行
う

計
画
で
あ
る
。

質
問
進
入
路
や
駐
車
場
、
ト
イ
レ

等
の
再
整
備
に
住
民
意
見
の

反
映
を
。

答
弁
町
長　

原
森
青
少
年
広
場
・

ち
び
っ
こ
広
場
は
計
画
高
水

位
以
下
に
位
置
す
る
場
所
で
あ
る
た

め
、
建
築
物
、
構
造
物
の
設
置
が
難

し
く
、
現
状
復
帰
を
基
本
に
考
え
て

い
る
。

　

進
入
路
や
駐
車
場
は
再
整
備
後
も

設
置
す
る
計
画
で
あ
り
、
ト
イ
レ
等

の
設
置
に
つ
い
て
は
県
と
協
議
を
進

め
て
い
る
。
今
後
も
県
及
び
原
森
区

と
連
絡
を
密
に
し
て
進
め
る
。

質
問
再
整
備
の
費
用
負
担
は
。

答
弁
町
長　

現
況
復
旧
に
つ
い
て

の
整
備
費
用
は
、
県
が
全
額

負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
事
業

は質
問
子
ど
も
の
貧
困
対
策
事
業
、

ひ
と
り
親
無
料
学
習
支
援
事

業
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
町
長　

子
ど
も
の
貧
困
対
策

事
業
は
、
子
ど
も
食
堂
や
学

習
支
援
に
参
加
す
る
児
童
へ
の
文
房

具
の
補
助
等
が
主
で
あ
る
。

　

ひ
と
り
親
無
料
学
習
支
援
事
業
は
、

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
助
成
を
受
け

30
年
度
ま
で
実
施
し
て
き
た
。
今
後

は
、
県
と
町
が
事
業
費
を
出
し
合
い

継
続
す
る
。
ま
た
、
新
年
度
よ
り
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
実
施
が
な
く

な
っ
た
西
児
童
館
に
移
し
て
よ
り
よ

い
環
境
で
実
施
す
る
。　

質
問
財
政
健
全
化
の
た
め
、
歳
出

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
不

要
な
施
策
を
削
減
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
多
く
の
施
策
は
総
合
計
画
に

よ
り
今
後
３
年
間
継
続
実
施
し
て
い

く
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
途
中
で
中

断
し
て
よ
い
施
策
、
継
続
し
な
け
れ

ば
効
果
が
得
ら
れ
な
い
施
策
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
そ
の
見
極
め
は
。

答
弁
町
長　

多
く
の
施
策
は
各
種

計
画
の
中
で
予
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
単
純
に
廃
止
や
見
直
し

が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、ゼ
ロ
ベ
ー

ス
で
事
業
の
改
廃
か
ら
検
討
を
進
め
、

時
代
の
変
化
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
に

つ
い
て
は
、
大
胆
な
発
想
と
転
換
に

よ
っ
て
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
」

と
し
て
見
直
す
こ
と
と
し
た
。

　

町
民
生
活
に
真
に
必
要
な
事
業
を

見
極
め
「
選
択
」
し
、
重
点
を
置
く

事
業
に
「
集
中
」
す
る
と
と
も
に
、

明
ら
か
に
事
業
の
必
要
性
が
薄
れ
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
勇
気
を
も
っ
て

「
廃
止
」
す
る
こ
と
を
指
示
し
た
。

　
「
事
業
の
廃
止
や
統
合
」、「
実
施
時

期
の
見
直
し
」
な
ど
の
観
点
か
ら
検

討
し
、
さ
ら
に
、
慣
例
・
前
例
に
従
っ

た
事
務
事
業
の
継
続
が
、
財
政
の
硬

直
化
を
招
い
て
い
る
要
因
の
一
端
で

あ
る
た
め
、
既
存
単
独
事
業
に
つ
い

て
は
原
則
と
し
て
前
年
度
当
初
予
算

額
の
95
％
の
範
囲
内
で
見
積
も
っ
た
。

歳
入
増
加
へ
の
取
り
組
み

は質
問
町
税
収
入
は
増
加
傾
向
に
あ

り
個
人
町
民
税
は
総
所
得
の

増
加
、
固
定
資
産
税
は
新
築
家
屋
の

増
加
等
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し

て
い
る
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

傾
向
を
生
か
し
、
さ
ら
に
増
加
額
を

増
や
す
施
策
を
展
開
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁
町
長　

個
人
町
民
税
で
は
、

納
税
義
務
者
の
増
加
が
あ

り
、
前
年
比
１・９
％
の
増
と
な
っ
た
。

女
性
の
社
会
進
出
、
共
働
き
世
代
の

増
加
な
ど
、
子
育
て
世
代
を
応
援
す

る
本
町
の
取
り
組
み
が
芽
吹
い
て
き

た
と
思
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
税
で
は
、
新
築

家
屋
の
増
加
等
に
よ
り
０
・
６
％
の

増
と
な
っ
て
お
り
、
文
化
セ
ン
タ
ー

周
辺
ま
ち
づ
く
り
事
業
な
ど
定
住
促

進
の
取
り
組
み
成
果
が
徐
々
に
広
が

り
を
み
せ
て
い
る
も
の
と
思
う
。

こ
ん
な
質
問
も
し
て
い
ま
す

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
は

夢や希望はあるのか？

 町長

限られた財源を適正に配分

 町長

産業構想拠点に
位置づけている

上福島西部７．３haの
開発促進を

財政健全化、
急務！

原森青少年広場・ちびっこ広場原森青少年広場・ちびっこ広場


